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投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
人
は
、
平
成

１７
年
１２
月
２２
日
（
転
入
届
出

の
日
）
以
前
か
ら
本
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
昭
和
６１
年
４

月
１０
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日

本
国
籍
の
人
で
す
。

ま
た
、
平
成
１８
年
３
月
１４

日
（
転
居
届
出
の
日
）
ま
で

に
本
市
内
で
転
居
し
た
人
は

新
住
所
地
の
投
票
所
で
、
３

月
１５
日
以
降
投
票
日
ま
で
に

本
市
内
で
転
居
し
た
人
は
、

前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
府
外
に
転
出
し
た

時
は
、
そ
の
日
か
ら
同
選
挙

の
投
票
権
が
な
く
な
り
ま

す
。
府
内
か
ら
本
市
に
、
平

成
１７
年
１２
月
２３
日
（
転
入
届

出
の
日
）
以
降
、
転
入
し
た

人
は
、
居
住
証
明
書
（
市
町

村
の
住
民
票
担
当
窓
口
で
無

料
で
交
付
）
を
持
っ
て
、
前

住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
京

都
府
知
事
選
挙
の
告
示
日

（
３
月
２３
日
）
か
ら
順
次
、

投
票
所
入
場
券
の
郵
送
を
行

っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
有

権
者
に
発
送
す
る
た
め
、
手

元
に
届
く
ま
で
に
数
日
か
か

る
こ
と
が
あ
り
、
家
族
で
あ

っ
て
も
別
々
に
届
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

同
券
は
、
投
票
所
で
の
ス

ム
ー
ズ
な
受
け
付
け
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
発
行
し
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
券
が
な
い

と
投
票
で
き
な
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
場
券
が
届
か
な
い
時

は
、
投
票
所
の
受
け
付
け
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
・

用
事
・
旅
行
・
病
気
・
出
産

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
の
た
め
に
、
投
票
日
の
前

で
も
投
票
が
で
き
る
、
期
日

前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
の
期
間
は
、
投
票
日

の
前
日
で
あ
る
４
月
８
日
�

ま
で
で
、
土
・
日
曜
日
で
も

で
き
ま
す
。
時
間
は
、
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時
ま

で
。
投
票
所
は
、
市
役
所
４

階
で
す
。

市
役
所
内
に
設
置
し
て
い

る
「
京
田
辺
市
期
日
前
投
票

所
」
で
、
同
投
票
所
に
備
え

付
け
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

消
防
法
が
改
正
さ
れ
戸
建

て
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、

知
ら
せ
る

装
置
で
す
。

天
井
と
壁

に
取
り
付

け
る
も
の

の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
に
つ
け
る
の
？

家
族
を
守
る
住
宅
防
火
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
（
上
図
）。

悪
質
販
売
に
ご
注
意

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が

訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、
特

定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業

者
の
服
装
や
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

既
存
住
宅
は
設
置
に
は
猶

予
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
設

置
を
急
が
せ
る
よ
う
な
業
者

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

住宅用火災警報器の設置場所�

寝室（子ども部屋など）�

台所�

階段� 寝室�

住
宅
用
火
災

警
報
器
と
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
と

は
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き

の
煙
や
熱
を
自
動
的
に
キ
ャ

ッ
チ
し
、
い
ち
早
く
警
報
で

投
票
日
は
４
月
９
日

京 都 府
知事選挙

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

４
月
９
日
�
は
、
京
都
府
知
事
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
当
日
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
投
票
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）
へ
。

車いすバスケ知っていますか？�車いすバスケ知っていますか？�車いすバスケ知っていますか？�

車いすバスケ五輪選手と交流�車いすバスケ五輪選手と交流�車いすバスケ五輪選手と交流�

車いすバスケに挑戦！�車いすバスケに挑戦！�車いすバスケに挑戦！�車いすバスケに挑戦！�

共
同
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

新
築
住
宅
は
、
平
成
１８
年

６
月
１
日
か
ら
、
す
で
に
お

住
ま
い
の
住
宅
は
、
平
成
１８

年
６
月
１
日
か
ら
平
成
２３
年

５
月
３１
日
ま
で
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

天井取り付け式�

壁取り付け式�

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う

寝
室
や
階
段
・
台
所
な
ど
に

住　宅　用
火災警報器

アテネパラリンピックに車いすバスケットボールの日本
代表として出場した畑野泰子さんと菅原奈緒子さんが3月
11日に中部住民センターを訪れ、地元ミニバスケットボー
ルチームの選手らと交流しました（＝写真）。
「子どもたちに選手の熱さを感じてほしい」と草内民生
児童委員協議会が企画。両選手が車いすバスケットボール
との出会いやルールを紹介した後、参加者は試合に挑戦し
ました。車いすの操作とバスケットボールを同時に行うこ
とに「むずかしい」「シュートが届かない」との声も。
畑野選手は、「車いすバスケットボールをスポーツとし
てとらえてほしい。また、車いすに乗っている人との壁を
感じないでほしいです」と伝えました。また、3歳から車
いすに乗る市川優里奈さん（11歳）は、「やってみて楽し
かった。選手たちは励みになります」と話していました。

アテネ五輪選手と交流
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予
防
接
種
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
接
種
方
法
や
対
象
年

齢
が
変
わ
り
、
一
部
が
任
意

接
種
（
有
料
）
に
な
り
ま
す
。

市
は
、
４
月
１
日
か
ら

「
京
田
辺
市
法
律
に
基
づ
か

な
い
予
防
接
種
助
成
要
綱
」

を
定
め
、
次
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事

情
で
接
種
で
き
な
か
っ
た
子

ど
も
に
対
し
て
接
種
年
齢
の

延
長
や
接
種
費
用
の
助
成
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
対
象
年
齢
の

従
来
の
予
防
接
種
（
個
別

接
種
）
は
市
内
の
医
療
機
関

の
み
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま
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グラフ／共働きの状況�

【女性】� 【男性】�（％）� （％）�
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し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
か

か
り
つ
け
医
が
市
外
の
場

合
、
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
か
か

り
つ
け
医
が
広
域
予
防
接
種

事
業
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
予
防
接
種
は
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
と

日
本
脳
炎
予
防
接
種
で
す
。

な
お
、
日
本
脳
炎
に
つ

い
て
は
、
現
在
積
極
的
接

お子さんの状況と�
接種対象の有無�

お子さんの年齢�
（18年4月1日時点）�

麻しんまたは風しんにか
かってないお子さんは、
今後第1期・第2期の対象
となり、2回接種となり
ます。�

麻しん・風しんワクチン
を両方とも受けていない
（かかっていない）お子
さんは、第1期・第2期の
2回接種となります。�
（麻しん・風しんの片方
しか接種できなかった、
またはかかったお子さん
は、健康推進課へ連絡し
てください。市独自の予
防接種助成の対象となる
場合があります）�

0歳～1歳未満�

1歳～2歳未満�
（ただし、平成
17年3月生まれの
お子さんには個別
通知します）�

対象者への個別通
知はしません。対
象の場合は、接種
時に受診票が必要
となりますので、
健康推進課に申し
込んでください。�

�

1歳になった翌月に実施
通知書を送付します。
委託医療機関で各自接
種してください。�

お知らせ�
注意事項�

対象者への個別通
知はしません。対
象の場合は、接種
時に受診票が必要
となりますので、
健康推進課に申し
込んでください。�
（以前に送付しま
した麻しん・風し
ん単独ワクチンの
受診票は、使用で
きません）�

5歳児・年長児�
（平成12年4月2
日から平成13年3
月31日に生まれた
お子さん）�

麻しん・風しんワクチン
を両方とも受けていない
（かかっていない）子ど
もに限り、第2期混合ワ
クチンのみ対象となりま
す。�

第
１
期
（
１２
か
月
〜
２４
か
月
未
満
対
象
）�

第
２
期
（
就
学
１
年
前

〜
就
学
の
前
日
対
象
）
�

2歳以上平成12年
4月1日までに生ま
れたお子さん�

第1期は対象ではありま
せん。麻しん・風しん単
独ワクチンを希望される
人は、任意接種（有料）
となります。�

・接種内容�
※第1期…生後12か月～24か月�
　　　　（2歳）未満に1回�
※第2期…就学1年前から就学の�
　　　　　前日まで（年長児）に1回�
�
�

の計2回接種になります�｝�

◇
仕
事
に
つ
い
て

共
働
き
の
状
況
に
つ
い
て

の
問
い
で
は
、「
共
働
き
を

し
て
い
る
（
す
る
）」
と
答

え
た
人
が
３９
・
８
％
、
次
い

で
、「
夫
の
み
就
業
し
て
い

る
（
す
る
）」
が
２７
・
１
％

で
し
た
。
ま
た
、「
共
働
き

を
し
て
い
る
（
す
る
）」
は
、

女
性
の
２０
歳
代
で
は
７５
・

３
％
だ
っ
た
の
が
、
結

婚
・
子
育
て
期
で
あ
る
３０

歳
代
で
４１
・
２
％
と
一
旦

低
く
な
り
、
４０
歳
代
で

６６
・
７
％
と
再
び
高
く
な

る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
が
読
み
と

れ
ま
す
。

※
Ｍ
字
カ
ー
ブ
…
女
性

は
結
婚
や
出
産
・
子
育
て

で
一
度
退
職
し
、
子
育
て

が
一
段
落
す
る
４０
歳
代
で

再
就
職
す
る
人
が
多
い
た

予防接種の日程�

日にち�

三種混合�

種別� 対　　　象�

4月5日� 
4月24日� 

生後3か月～7歳6か月未満 

ＢＣＧ�
4月11日� 
4月25日� 

生後3か月～6か月未満 

ポリオ�
生後3か月
～7歳6か月
未満で�

11月～12月生まれ�

1月～2月生まれ�

4月26日� 

4月28日� 

受付時間＝13：30～14：30　　　�
場所＝保健センター（�63-2662）�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

た
り
で
は
（
２６
・
７
％
）」

で
し
た
。
ま
た
、「
男
性
優

位
」
に
「
や
や
男
性
優
位
」

と
答
え
た
人
を
合
わ
せ
る
と

「
就
職
や
職
場
で
は
」
で

７５
・
５
％
、「
社
会
通
念
、

慣
習
、
し
き
た
り
で
は
」
で

７４
・
７
％
で
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要
版
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

延
長
…
医
学
的
理
由
等
に
よ

り
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
か

っ
た
６
か
月
以
上
１
歳
未
満

の
子
ど
も
▼
二
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
予
防

接
種
…
百
日
せ
き
に
か
か

り
、
国
の
三
種
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日
せ

き
）
予
防
接
種
か
ら
外
さ
れ

た
３
か
月
以
上
７
歳
６
か
月

未
満
の
子
ど
も
▼
麻
し
ん
、

風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
…

め
、
年
齢
別
労
働
力
率
や
就

労
率
が
Ｍ
字
型
曲
線
を
描
く

こ
と◇

女
性
の
人
権
に
つ
い
て

男
女
の
地
位
の
平
等
観
に

つ
い
て
の
問
い
で
は
、
男
女

の
地
位
が
「
平
等
」
と
答
え

た
人
が
多
い
項
目
は
「
学
校

教
育
の
場
で
は
」
で
６６
％
、

次
い
で
「
法
律
や
制
度
の
上

で
は
」で
４０
・
６
％
で
し
た
。

「
男
性
優
位
」
と
答
え
た

人
が
多
い
項
目
は
「
政
治
の

場
で
は
（
２８
・
０
％
）」、

「
社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き

種
を
勧
め
て
ま
せ
ん
が
、
国

か
ら
接
種
再
開
の
通
知
が
あ

り
次
第
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
健
康
推
進
課
（
�

６４
・
１
３
３
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
期
（
生
後
１２
か
月
〜
２４

か
月
未
満
）
に
１
回
と
第
２

期
（
就
学
１
年
前
か
ら
就
学

の
前
日
ま
で
）
に
１
回
の
計

２
回
接
種
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
３
４
）

麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
ど

ち
ら
か
一
方
の
予
防
接
種
を

受
け
て
な
い
（
ま
た
は
か
か

っ
た
）
た
め
に
国
の
定
期
接

種
の
対
象
外
と
な
っ
た
１
歳

以
上
２
歳
未
満
の
子
ど
も

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
事
前
に
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
３
４
）

予
防
接
種
が
可
能

４
月
か
ら
市
外
の
医
療
機
関
で
も

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
市
民
意
識
・
実
態

調
査
と
事
業
所
調
査
の

結
果
を
シ
リ
ー
ズ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
意
識
・

実
態
調
査
の
「
仕
事
に

つ
い
て
」
と
「
女
性
の

人
権
に
つ
い
て
」
の
調

査
項
目
か
ら
主
な
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

結婚・子育て期にあたる30代に減少�結婚・子育て期にあたる30代に減少�
男女共同参画社会の男女共同参画社会の市民意識・事業所調査�男女共同参画社会の市民意識・事業所調査�シリーズ①シリーズ①�シリーズ②�

共働きの女性は�
�

麻
し
ん
と
風
し
ん
の

ワ
ク
チ
ン
が
混
合
に

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
と
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
が
一
つ
の
混
合

ワ
ク
チ
ン（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）

と
な
り
ま
し
た
。

接
種
は
、左
表
の
と
お
り
、

接
種
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
に

年
齢
延
長
や
費
用
助
成
予防接種法
一 部 改 正
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市
は
、
人
権
に
つ
い
て
の

教
育
や
啓
発
を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
、「
京
田
辺
市
人

権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨
＝
市

は
、
平
成
１３
年
７
月
に
「
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連
１０
年

京
田
辺
市
行
動
計
画
」
を
策

定
。
各
所
管
課
は
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
み
、
人
権

問
題
の
意
識
は
着
実
に
高
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な

人
権
問
題
が
存
在
し
、
今
後

も
人
権
教
育
や
啓
発
の
よ
り

一
層
積
極
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際

的
に
は
「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
１０
年
」に
引
き
続
き
、

「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界

プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
開
始
さ
れ
、

ま
た
、
国
の
「
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
で
は
、
地
方
公
共

団
体
が
人
権
教
育
や
啓
発
を

行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
１０
年
京
田

辺
市
行
動
計
画
」
の
計
画
期

間
が
満
了
し
た
平
成
１７
年
以

降
も「
京
田
辺
市
行
動
計
画
」

を
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

22,500円�

22,500円�

対象者�段階� 年間保険料�

45,000円�

本人が市町村民税を課税されていて�
合計所得金額が500万円未満の人�

世帯全員が市町村民税非課税で�
合計所得金額と課税年金収入額の
合計が年間80万円以下の人�

本人が市町村民税非課税で�
他の世帯構成員が課税されている人�

生活保護の受給者�
老齢福祉年金受給者で世帯員全員
が市町村税非課税の人�

56,200円�

67,500円�

本人が市町村民税を課税されていて�
合計所得金額が200万円未満の人�

1

2

本人が市町村民税を課税されていて�
合計所得金額が500万円以上の人�

3,750円�

4,683円�

月額�

1,875円�

5,625円�

1,875円�

7 6,558円�

4

5

78,700円�

6

�

33,700円�
世帯全員が市町村民税非課税で�
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が年間80万円を超える人�

2,808円�3

組
も
う
と
「
京
田
辺
市
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
目
標
＝
目
標
年
次

は
平
成
２７
年
。
す
べ
て
の

人
々
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
人

権
教
育
・
啓
発
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
権
と
い
う

人
権
標
語

山
城
１７
か
市
町
村
で
構
成

す
る
山
城
人
権
啓
発
協
議
会

が
開
い
た
人
権
啓
発
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
や
ま
し
ろ
で

６
点
の
人
権
標
語
が
優
秀
作

品
と
し
て
選
ば
れ
、
２
月
１８

日
の
山
城
人
権
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
長
岡
京
で
奥
西
桂
子
さ
ん

（
草
内
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

本
市
収
入
役
の
稲
川
俊
明

氏
（
５９
歳
）
が
３
月
３１
日
付

け
で
退
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の

改
正
に
よ
り
、
人
口
１０
万
人

未
満
の
市
で
も
収
入
役
を
置

か
ず
、
市
長
ま
た
は
助
役
に

そ
の
事
務
を
兼
掌
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
出
納
事
務
の
電
算
化

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に
伴

い
、
収
入
役
を
廃
止
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

稲
川
氏
は
平
成
１４
年
４
月

に
収
入
役
に
就
任
し
、
４
年

間
に
わ
た
り
本
市
の
出
納
行

政
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
は
廣
野
信
助

役
が
事
務
を
兼
掌
し
ま
す
。

稲川俊明氏

■地域包括支援センターの業務�

総合相談・支援事業�

社会�
福祉士�

主任ケア�
マネジャー�

保健師等�

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業�

包括的・継続的�
マネジメント事業�
・日常的個別指導・相談�
・支援困難事例等への�
　指導・助言�
・地域でのケアマネジャーの�
　ネットワークの構築�
�

主治医� ケア�
マネジャー�

連携�

ケアチーム�
多職種協働・連携の実現�

虐待防止・早期発見、�
権利擁護�

介
護
予
防
事
業
・
新
予
防
給
付
の�

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務�

チームアプローチ�チームアプローチ�

多面的（制度横断的）�
支援の展開�

行政機関、保健所、�
医療機関、児童相談所など�
必要なサービスをつなぐ�

�

支援� マネジメント�
地域包括地域包括�
支援センター支援センター�
地域包括�
支援センター�

互いに連携・協働しながら運営�

な
お
、
平
成
１７
年
度
の
地

方
税
法
改
正
に
よ
り
、
新
た

に
市
民
税
が
課
税
と
な
る
人

や
同
じ
世
帯
の
人
が
新
た
に

市
民
税
課
税
と
な
る
場
合

は
、
介
護
保
険
料
の
負
担
が

急
激
に
あ
が
る
こ
と
を
抑
え

る
た
め
に
、
１８
年
度
と
１９
年

度
に
激
変
緩
和
措
置
を
行
い

ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

の
人
は
、
平
成
１７
年
度
末

（
２
月
支
払
分
）
の
保
険
料

と
同
額
が
４
月
・
６
月
に
仮

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
特
別
徴
収

仮
徴
収
額
通
知
書
は
送
付
し

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
�
６４
・
１
３
７
３
）

市
は
、
介
護
保
険
制
度
の

改
正
で
新
し
く
行
う
「
地
域

支
援
事
業
」
や
「
新
予
防
給

付
」
な
ど
、
総
合
的
な
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
中
核

機
関
と
し
て
、「
地
域
包
括

普
遍
的
文
化
を
京
田
辺
市
に

築
い
て
い
く
こ
と
を
目
標
と

し
ま
す
。

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進

の
視
点
＝
▼
共
生
社
会
の
実

市
は
、
公
平
委
員
会
委

員
と
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
月
２０
日
の
平

成
１８
年
度
第
１
回
市
議
会

定
例
会
本
会
議
で
、
公
平

委
員
会
委
員
に
米
田
泰
子

氏
（
６１
）
＝
大
住
＝
を
再

任
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
西
岡
勇
氏

（
７３
）
＝
興
戸
＝
と
前
川
宗

克
氏
（
７１
）
＝
松
井
＝
を

再
任
、
和
久
英
男
氏

（
６５
）
＝
松
井
ケ
丘
＝
を
選

任
す
る
人
事
案
件
の
同
意

を
得
て
、
４
氏
を
そ
れ
ぞ

れ
再
任
・
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
米
田
氏
が
平
成

１８
年
３
月
１４
日
か
ら
４
年
、

西
岡
・
前
川
・
和
久
３
氏

が
平
成
１８
年
３
月
２５
日
か

ら
３
年
で
す
。

現
に
向
け
た
人
権
教
育
・

啓
発
▼
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
し
た
人
権
教
育
・
啓

発
▼
生
涯
学
習
と
し
て
の

人
権
教
育
・
啓
発
▼
身
近

「
人
権
を
　
育
（
は
ぐ
く
）

む
心
　
ふ
れ
あ
う
心
」

こ
の
標
語
は
、
山
城
人
権

啓
発
協
議
会
の
人
権
標
語
と

し
て
今
後
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
４
月
３

日
�
か
ら
開
き
ま
す
。

こ
こ
に
は
、社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
置
き
、
高
齢
者
の
相

談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

４
月
３
日

常
磐
苑

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

介護保険制度

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核

介
護
保
険
料
が

７
段
階
に
変
更

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保

険
者
（
６５
歳
以
上
の
方
）
の

保
険
料
は
、
３
年
ご
と
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
平
成
１８
〜
２０
年
度

の
保
険
料
は
右
表
の
と
お
り

５
段
階
か
ら
７
段
階
へ
変
わ

り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
第
１

号
被
保
険
者
が
納
め
る
介
護

保
険
料
は
、
平
成
１８
年
４
月

１
日
現
在
の
被
保
険
者
（
本

人
）
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯

構
成
と
、
平
成
１８
年
度
の
市

町
村
民
税
の
課
税
状
況
、
平

成
１７
年
の
所
得
状
況
な
ど
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
通
知
は

６
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

稲
川
収
入
役
が
退
任

出
納
事
務
は
廣
野
助
役
が
兼
掌

人
権
感
覚
豊
か
な
社
会
へ

人
権
感
覚
豊
か
な
社
会
へ�

人
権
感
覚
豊
か
な
社
会
へ

人
権
感
覚
豊
か
な
社
会
へ�

人
権
感
覚
豊
か
な
社
会
へ�

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
を
策
定�

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定�

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
策
定�

公
平
委
員
に
米
田
氏

固
定
資
産
評
価

審

査

委

員

西
岡
・
前
川
・
和
久
３
氏

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

な
問
題
か
ら
考
え
る
人
権
教

育
・
啓
発

同
計
画
で
は
、
４
つ
の
視

点
の
も
と
、
各
種
施
策
を
実

行
し
、
総
合
的
な
推
進
体
制

を
整
え
、
必
要
に
応
じ
た
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
効
果

的
な
人
権
教
育
・
啓
発
を
進

め
ま
す
。

計
画
の
内
容
は
本
市
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
に
掲
載
。
ま
た
、

人
権
啓
発
課
な
ど
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
人
権
啓
発
課

（
�
６４
・
１
３
３
６
）

場
所
＝
京
田
辺
市
草
内
五

ノ
坪
６
　
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
常
磐
苑
」
内

連
絡
先
＝
�
６８
・
１
３
１

０
、
�
６８
・
１
３
６
０

開
所
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５

時
休
所
日
＝
土
・
日
曜
日
、

１
月
２
日
〜
４
日
、
１２
月
３０

日
・
３１
日
、
祝
日

問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
�
６４
・
１
３
７
３
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
委
員

山
田
氏
が
退
任

任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成

１８
年
３
月
２４
日
付
け
で
山
田

光
男
氏
（
７６
）
＝
大
住
＝
が

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
氏
は
、
平
成
６
年
か
ら

１２
年
間
、
同
委
員
を
務
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

山田光男氏

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

なやみごと相談
4月12日�市役所会議室、26
日�北部住民センター。午後1
時30分～4時。
�人権啓発課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼4月19日�（4月3日から電
話予約）▼5月8日�（4月21日
から電話予約）。午後1時30分～
4時30分。市民相談室。
�人権啓発課（�62-4343）

府民無料法律相談
4月17日�午後1時30分～4時
30分、田辺地域総務室。4月14
日から電話予約。
�田辺地域総務室（�62-
0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、
CIKビル（近鉄新田辺駅西）。
予約制、40分5,250円。
�京都弁護士会（�0 7 5 -
231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分
～3時30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午
後1時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分
～午後4時、電話相談。毎週
月・水曜日午後1時～4時、来所
相談。
�地域子育て支援センター

（�62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正
午・午後1時～4時30分。
�児童福祉課（�64-1377）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約
制。電話による教育相談は学校
教育課（�63-4488）
11日�三山木小（�62-1055）
13日�大住小（�62-0046）
18日�松井ケ丘小（�62-8888）

田辺小（�62-0044）
田辺東小（�62-4348）

20日�桃園小（�63-6335）
25日�草内小（�62-0054）
27日�薪小（�63-2000）

女性の相談室
4月6日�・20日�午後1時30
分～4時30分、市役所会議室。
�政策推進課（�64-1309）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日午前9時～午
後4時、社会福祉センター。

心配ごと相談
4月5日�・14日�・25日�午
後1時30分～午後4時、社会福祉
センター。

心配ごと出張相談
4月20日�午後1時30分～4時、
府営住宅田辺団地第2集会所。

多重債務相談
4月28日�1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

司法書士法律相談
4月14日�午後1時30分～午後
4時、社会福祉センター。予約
制。

成年後見制度相談
4月10日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
4月25日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。4月3日から
予約受付。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、
保健センター。保健師・栄養士
による相談（予約制）。▼4月10
日�午後1時45分～3時30分、保
健センター（予約制）。▼4月19
日�午後1時30分～3時、三山木
福祉会館。▼4月20日�午後1時
30分～3時、老人福祉センター
宝生苑。医師・保健師による相
談。

妊婦乳幼児相談
4月6日�午前9時～10時30分、
保健センター。

リハビリ相談
4月11日�午前9時～11時、保
健センター。

こころの健康相談
4月18日�午後1時45分～3時
30分、保健センター。予約制。

2歳児発達相談
4月7日�午前9時15分～10時
15分、保健センター。16年3月
生まれ。

10か月児発達相談
4月21日�午前9時15分～10時
15分、保健センター。17年5月
生まれ。

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程�
平成18年度　一般会計当初予算�

市税　43.0％　�
8,543,404千円�
市税　43.0％　�
8,543,404千円�

譲与税・交付金　8.3％�
1,646,250千円�

地方交付税　11.1％�
2,200,000千円�

地方交付税　11.1％�
2,200,000千円�

負担金・分担金　　　   �
使用料・手数料　3.5％�

708,997千円�

国・府支出金　16.0％�
3,168,574千円�

国・府支出金　16.0％�
3,168,574千円�

諸収入等　2.9％　�
570,236千円�

繰入金　5.4％�
1,067,439千円� 市債　9.8％�

1,945,100千円�
総務費　9.0％�
1,787,464千円�

民生費　27.8％�
5,511,833千円�
民生費　27.8％�
5,511,833千円�

衛生費　7.5％�
1,488,010千円�
衛生費　7.5％�
1,488,010千円�

農林水産業費　2.2％�
436,566千円�

土木費　20.6％�
4,101,181千円�
土木費　20.6％�
4,101,181千円�

消防費　5.7％�
1,126,947千円�

教育費　12.2％�
2,426,479千円�
教育費　12.2％�
2,426,479千円�

公債費　13.2％�
2,615,892千円�
公債費　13.2％�
2,615,892千円�

議会費・労働費・商工費�
諸支出金・予備費　1.8％�
355,628千円�

歳　入�
198億�
5千万円�

歳　出�
198億�
5千万円�

土木費�

教育費�
公債費�

商工費��

労働者福祉の経費�

庁舎管理や戸籍・徴税・人事などの経費�
福祉・年金・医療などの経費�

議会の運営の経費�議会費�

保健・環境保全・ごみ処理などの経費�
諸支出金�

消防費�

市債の元金や利子の償還などの経費�
学校教育・生涯学習などの経費�

他の支出科目に含まれない経費�

道路・公園などの整備や維持の経費�
商工業や観光の振興などの経費�

緊急時など予算外の支出のための経費�

消防や救急などの経費�

労働費�

総務費�

予備費�

民生費�
衛生費�

農林業の振興などの経費�農林水産業費�

言葉の説明　歳入�

繰入金�諸収入等�

市税�
市民や市内に事務所がある法人などか
らの税金。市民税や固定資産税など�

施設の使用料や住民票の発行手数料�

国や府が徴収し市町村に交付するお金�譲与税・交付金�

事業の受益者から徴収するお金。保育料など� �
他の会計や基金から繰り入れるお金�他の収入科目に含まれないお金� �

使用料・手数料�負担金・分担金�

地方交付税�
市の財政状況に応じて国から配分され
る使いみちを特定しないお金�

国・府支出金�
特定の事業に対して国・府から支出さ
れるお金� 市債�

市が事業を行うにあたり国や銀行など
から借りるお金�

言葉の説明　歳出�

一般会計とは、地方公共団体の会計の中心をなすもので、�
行政運営の基本的な経費を計上したものです。�
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平成18年度�
当 初 予 算 �

昨
年
度
比
５
・
３
％
減
の
緊
縮
型�
一
般
会
計
は

一
般
会
計
は
１９８
億
５
千
万
円

億
５
千
万
円�
一
般
会
計
は

一
般
会
計
は
１９８
億
５
千
万
円

億
５
千
万
円�
一
般
会
計
は
１９８
億
５
千
万
円�

内

訳

会計別歳出内訳� （単位：千円・％）�

△58.0

12.0

20.3

△100

△10.3

18.4

△5.3

前年度比�

△21.2

6.7

△4.3

△5.7

3.0

一 般 会 計 �

合 計 �

特 別 会 計 �

平成18年度�

水 道 事 業 会 計 �

農業集落排水事業特別会計�

休日応急診療所特別会計�

公共下水道事業特別会計�

産 業 立 地 特 別 会 計 �

老 人 保 健 特 別 会 計 �

松井財産区特別会計�

介 護 保 険 特 別 会 計 �

国民健康保険特別会計�

2,015,300

3,301,100

3,102,100

0

56,900

4,002,400

4,539,300

5,000

22,400

13,743,400

19,850,000

36,894,500

会計別� 年度別�

平
成
１８
年
度
の
当
初
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
徹
底
し
た
経
常
経
費
の
削
減
と
大
幅
な
普
通
建
設
事

業
の
抑
制
に
踏
み
切
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
は
１
９
８
億
５
千
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
比
５
・
３
％
（
１１
億
円
）
減
の
「
緊
縮
予
算
」
と
な
り
ま
し
た
。

１８
年
度
当
初
予
算
は
、

「
新
総
合
計
画
の
具
体
的
推

進
」「
緊
急
・
重
点
事
業
へ

の
積
極
配
分
」「
新
行
政
改

革
の
理
念
反
映
」
と
い
う
３

つ
の
留
意
点
に
配
慮
し
、
編

成
し
ま
し
た
。

「
新
総
合
計
画
の
具
体
的

推
進
」
で
は
、
１８
年
度
は
第

３
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト

の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
で
あ
る
「
だ
れ
も

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」「
快
適
で
活

力
に
み
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
心
に
う
る
お
い
の
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
具
体
的

に
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を

計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
緊
急
・
重
点
事

業
へ
の
積
極
配
分
」と
し
て
、

震
災
や
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
、

緊
急
に
対
応
が
必
要
な
事
業

や
、
子
育
て
支
援
、
障
害
者

福
祉
の
充
実
を
は
じ
め
、
市

民
生
活
の
「
安
全
・
安
心
」

に
つ
な
が
る
重
点
事
業
に
対

し
て
積
極
的
に
予
算
を
配
分

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
「
新
行
政
改
革

の
理
念
反
映
」
と
し
て
、
行

政
改
革
大
綱
に
掲
げ
る
改
革

に
向
け
た
基
本
的
視
点
の
う

ち「
財
政
健
全
化
へ
の
改
革
」

や
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
う

ち「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」

の
推
進
を
念
頭
に
お
き
、
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

歳
入

歳
入
で
は
、
国
勢
調
査
人

口
の
増
加
に
よ
り
、
地
方
交

付
税
が
前
年
度
と
比
べ
１５
・

８
％
増
え
た
の
に
対
し
、
普

通
建
設
事
業
が
大
幅
に
減
少

し
た
た
め
、
国
庫
支
出
金

（
対
前
年
度
比
１７
・
３
％

減
）、
府
支
出
金
（
同
１２
・

９
％
減
）
、
基
金
繰
入
金

（
同
３２
・
１
％
減
）、
市
債

（
同
１６
・
６
％
減
）
な
ど
の

特
定
財
源
（
＝
使
い
道
が
特

定
さ
れ
て
い
る
お
金
）
が
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出

歳
出
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
建
設
事
業
の
減
少
に

よ
り
衛
生
費
が
対
前
年
度
比

３１
・
９
％
、
市
営
住
宅
建
設

の
完
了
な
ど
に
よ
り
土
木
費

市
は
、
こ
れ
ま
で
綴
喜
２
市
２
町

で
八
幡
市
内
に
設
置
し
て
い
た
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
４
月
１
日

か
ら
市
内
に
単
独
で
開
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は
「
ふ
ら
っ

と
」。
英
語
の
フ
ラ
ッ
ト
（
ｆ
ｌ
ａ
ｔ
）

の
“
平
ら
な
”
と
い
う
意

味
か
ら
、
バ
リ
ア
が
な
い

社
会
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

“
ふ
ら
っ
と
”
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
の
障
害

の
あ
る
人
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
、
必
要
な
情
報
提
供
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家

族
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
に
と
っ
て

行
き
や
す
い
場
所
と
な
る
よ
う
近
鉄

新
田
辺
駅
近
く
の
ビ
ル
の
５
階
に
あ

り
、
障
害
の
種
別
（
身
体
・
知
的
・

精
神
）
に
関
わ
ら
ず
相
談
を
受
け
ま

す
。【支

援
セ
ン
タ
ー
の
概
要
】

利
用
対
象
者
＝
市
内
に
在
住
し
、

生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
の
あ

る
人
と
そ
の
家
族
な
ど

場
所
＝
京
田
辺
市
田
辺
中
央
一
丁

目
１
・
５
　
Ｂ
Ｉ
Ｔ
　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｉ

ビ
ル
５
階
　

開
所
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
３０
分

休
所
日
＝
水
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始

連
絡
先
＝
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」（
�

６８
・
１
０
７
０
、
�
６８
・
１
０
７
１
）

同
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
社
会
福
祉
課
（
�
６４
・
１

３
７
２
）
へ
。

が
同
１４
・
０
％
減
少
し
ま
し

た
。
一
方
、
河
原
保
育
所
建

て
替
え
事
業
や
児
童
手
当
の

◎女性交流支援ルーム設置費 12,300

○地学連携推進事業 2,000

◎いきいき（子育て期）健診 4,982

◎障害者生活支援センター運営委託料 11,700

平成平成18年度�

予算の使い道�
平成平成1818年度予算の主な事業は次のとおりです。年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。しています（単位：千円）。�

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

緊急・重点事業への積極配分�

新総合計画の具体的推進�

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

1　だれもが安全・安心に暮らせる　�
まちづくり�

緊急・重点事業への積極配分�

新総合計画の具体的推進�新総合計画の具体的推進�
平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

緊急・重点事業への積極配分�

2　快適で活力にみちたまちづくり　�

新総合計画の具体的推進�

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

緊急・重点事業への積極配分�

3　心にうるおいのあふれる　　　　�
まちづくり�

新総合計画の具体的推進�

○京田辺市環境基本計画推進費 2,000

新産業創出交流センター負担金 6,670

◎起業家育成入居施設費補助金 4,000

新地域農場づくり事業補助金 11,000

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

1　震災対策�

緊急・重点事業への積極配分�緊急・重点事業への積極配分�

新総合計画の具体的推進�

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

緊急・重点事業への積極配分�

2　アスベスト対策�

新総合計画の具体的推進�

◎木造住宅耐震診断士派遣委託料 2,800

◎田辺東小学校耐震補強事業等設計費 5,100

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

緊急・重点事業への積極配分�

3　子育て支援�

新総合計画の具体的推進�

◎アスベスト検査料補助金 1,000

中央公民館アスベスト対策工事 28,500

平成18年度�

予算の使い道�
平成18年度予算の主な事業は次のとおりです。�

新規事業は◎、拡充事業は○と表記�
しています（単位：千円）。�

緊急・重点事業への積極配分�

新総合計画の具体的推進�

4　その他の「安全・安心」対策�
京都府衛星通信系情報システム整備費（負担金）

16,900

○あんしん歩行エリア実施計画作成費 2,300

◎保護者向け情報配信サービス事業 3,600

三山木地区特定土地区画整理事業

2,048,000

三山木地区まちづくり調査費 7,000

◎田辺中学校整備基本計画作成費 1,800

○田辺公園プール土曜夜間開館 2,400

防賀川公園整備事業 56,000

多目的運動広場整備事業 46,500

◎子どもの居場所づくり開設費補助金 500

障害福祉サービス負担対策事業 3,730

ＡＥＤ設置費 1,735

乳幼児法令外予防接種助成 600

児童手当（小学校修了まで） 407,375

留守家庭児童会施設整備費（薪、三山木）

29,550

介護予防教室委託料 11,100

国民保護計画作成費 2,200

河原保育所建設事業 68,700

地区公民館整備費（負担金） 61,000

北部分署消防自動車更新 30,000

黒田川河川改修事業 70,000

草内美泥排水路整備事業 31,000

地方特定道路整備事業 69,829

4月から運営を委託する障害者生
活支援センター「ふらっと」

三山木地区特定土地区画整理事業
に伴う駅前広場のイメージパース 電話やメールで不審者情報を伝達

し子どもの安全を守ります

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

「
ふ
ら
っ
と
」
で
相
談
を
新田辺駅前
ビルの5階

拡
充
に
よ
り
、
民
生
費
が
同

３
・
２
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

性
質
別
に
み
る
と
、
職
員

数
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
人

件
費
が
対
前
年
度
比
２
・

２
％
減
少
し
、
児
童
手
当
の

拡
充
な
ど
に
よ
り
扶
助
費
が

同
６
・
７
％
、
公
債
費
が
同

９
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業

が
同
２８
・
１
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
が
、
補
助
事
業
が

同
３３
・
４
％
、
単
独
事
業
が

同
１４
・
５
％
の
減
少
で
し

た
。
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中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

4月のギャラリー
▼「第4回愛石・木津川会～水石展～」：安食
進＝4日�～9日�▼「幸せ140～パッチワーク二
人展～」：村上弘子＝11日�～16日�▼「山本
賢ニとフォトの仲間写真
展～花のある情景～」：
山本賢二＝18日�～23日
�▼「しみずちか人形展
～Gokko2006～」：しみず
ちか＝25日�～5月7日�。
ただし、28日�・5月1日
�・3日	～5日	を除く

4月の映画会
今月はコメディ映画特集です。
▼1日…ナッシング・トゥ・ルーズ▼8日…
デーヴ▼15日…天使にラブ・ソングを2▼22日…
ビッグ▼29日…星の王子ニューヨークへ行く。
いずれも土曜日の午前10時30分から

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

ス ポ ー ツ �

社会福祉協議会�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
▼4月12日�…「ちびゴリラのちびちび」▼19
日�…「ひなどりとネコ」。午後4時～4時30分

おはなし会
▼4月1日�…花咲かじい▼8日�…王子さまの
耳はろばの耳▼15日�…かにかにこそこそ▼22
日�…やさしいたんぽぽ▼26日�…ぐるんぱの
ようちえん。土曜日…午前11時～11時30分、水
曜日…午後4時～4時30分

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

イ ベ ン ト �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

平成18年4月6日�～4月15日� 

運動の重
点�

  ～京の春　笑顔とマナーで　事故防止～�

田辺警察署　@63-0110

春の全国交通安全運動

◎子どもと高齢者の�
　　　　　　交通事故防止�
◎自転車の安全利用の推進�
◎シートベルトと�
　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底�

木津川台駅 

木津浄水場�

山田川駅 

大宮神社 

国道163号 

（木津川台団地） 

（相楽・平城 
　ニュータウン） 

おはなし会
▼1日�…「きつねとおおかみ」▼8日�…

「ギーギードア」▼15日�…「山伏とこっこ狸」
▼19日�…「しつれいですが、魔女さんですか」
▼22日�…「ひなどりとネコ」。土曜日…午後3
時～3時30分、水曜日…午後4時～4時30分

古文書を読む会
4月15日�午前9時30分～正
午。社会福祉センター。講師は
ふるさとミュージアム山城の伊
藤太さんと精華町教育委員会の
中川博勝さん。申込不要。
�京田辺市郷土史会　岡山

（�63-2244）

おひさまサロン
4月20日�午前10時～11時30
分。母と子の教室（大住虚空蔵
谷55ＮＰＯ法人そよかぜサポー
ト内）。対象は乳幼児とその保
護者。先着20組。わらべ歌や手
遊びでの親子の交流。参加費
200円（おやつ代）。

そよかぜ子育てサポート

（�、�62-9672）

映画上映会
「博士の愛した数式」。4月22
日�。午前10時～、午後1時～。
上映時間1時間57分。アスピア
やましろ（山城町）。前売一般
千円、シニア・障害者・学生
900円。当日200円増し。アスピ
アやましろ窓口で発売。電話予
約も可能。

山城町総合文化センター
アスピアやましろ（� 8 6 -
5851）

大住中吹奏楽コンサート
大住中学校吹奏楽部は「スプ
リングコンサート」を開きます。
4月23日�午後2時～。文化パル
ク城陽（城陽市）。曲目はペ
ル・ソナーレ。企画ステージは
タイム・トラベル。コンサート
には桃園小学校ジュニアバンド
も出演します。
�大住中学校（�62-8889）

市民総体
▼春のハイキング…4月23日
�午前7時20分から。大江山
（福知山市）。対象は市内に在
住・通勤・通学する小学生高学
年から65歳までの人で歩行・登
山に自身のある人。3千400円
（小学生は1千700円）。4月11日
�までに申し込み。▼軟式野球
…5月7日・14日・21日・28日
（いずれも日曜日）の午前8時30
分から。田辺公園野球場・草内
木津川運動公園野球場。対象は
市内に在住・通勤・通学する高
校生以上の人。1チーム2千円。
4月20日�までに申し込み。

社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、� 6 2 -
1501）

中学生ソフトテニス講習
4月23日�～平成19年3月25日
�までの午前9時～正午（全18
回。くわしい日程はお問い合わ
せください）。田辺木津川運動
公園。対象は京田辺市立中学校
（田辺・培良・大住）に通って
いる生徒。1回100円。4月17日
�までに申し込み。

社会体育協会事務局（〒

610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、� 6 2 -
1501）

水泳のレッスン
5月11日�・15日�午前10時
～、午前10時25分～、午前10時
50分～。26日�午後2時～、午
後2時25分～、午後2時50分～。
20分間。対象は18歳以上の人。
各時間帯それぞれ先着1人。無
料。受講希望日の1か月前から
当日までに直接申し込み。

田辺公園プール（�65-
3113）

トレーニングルーム講習
5月12日�①午後3時～②午後
7時～。田辺中央体育館。初心
者講習会。対象は市内に在住・
通勤・通学する16歳以上の人。
千円。各30人（申込多数の場合
は抽選）。4月10日�～20日�に、
往復はがき・電子メールで、
「トレーニング講習会希望」と
住所・氏名（ふりがな）・年
齢・電話番号・受講希望日・時
間（①、②もしくは両方）を書
いて申し込み。直接申し込む場
合は官製はがきを持参。

田辺中央体育館（�62-
1501、〒610-0331京田辺市田
辺丸山19、gym@kyotanabe.jp）

市民ソフトテニス教室
4月～平成19年3月までの毎月
第1・第3日曜日で午後2時～午
後5時。田辺木津川運動公園。
対象は市内に在住・通勤・通学
する人。1回100円。随時募集。

社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、� 6 2 -
1501）

木津浄水場一般公開
府営水道木津浄水場に植栽し
ているつつじなどの開花時期に
合わせて浄水場（木津町）を一
般公開します。5月12日�・13
日�の午前10時～午後4時。場
所は下図のとおり。
�京都府営水道事務所木津浄
水場（�72-5171）

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

と活動したい内容などを書いて
送付。

京田辺国際交流協会事務局

（秘書室内、�64-1322）

市民舞踊発表会の出演者
発表会は6月11日�午前10時
～。中央公民館。対象は市内に
在住・通勤・通学する人。古典
舞踊・歌謡舞踊・民謡踊り・バ
レエなど。1グループ25分以内、
個人5分以内。4月22日�正午ま
でに文化協会（中央公民館内）
で申し込み。
�文化協会舞踊部長　井上

（�62-6603）

自衛官等幹部候補生
【一般・技術幹部】いずれも
大学卒業者で（見込み者を含み
ます）20歳以上26歳未満の人。
ただし、大学院修士学位取得者
および自衛官は28歳未満。また、
海上技術幹部候補生志願者は、
理工学修士学位取得者に限りま
す。
【歯科・薬剤幹部】歯科は、
専門大学卒業者で（見込み者を
含みます）20歳以上30歳未満の
人。薬剤は、専門大学卒業者で
（見込み者を含みます）20歳以
上26歳未満の人。ただし、薬学
修士学位取得者は28歳未満。
受付期間は4月1日�～5月12
日�。第1次試験日は、5月20日
�（飛行要員は21日�）。

自衛隊京都地方連絡部宇治
募集事務所（�44-7139）

市
は
、
消
費
生
活
に
関

す
る
問
題
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
Ｓ
Ｆ
商

法
に
つ
い
て
で
す
。

〈
Ｓ
Ｆ
商
法
と
は
〉

締
め
切
っ
た
会
場
の
中

で
、
消
費
者
を
だ

ん
だ
ん
興
奮
し
た

状
態
に
さ
せ
て
、

冷
静
な
判
断
力
を

失
わ
せ
商
品
を
買

わ
せ
る
催
眠
商
法

の
こ
と
を
Ｓ
Ｆ
商
法
と
も

言
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
を
配
り
会
場
へ

と
誘
い
込
み
ま
す
。

初
め
は
静
か
な
会
場

も
、
話
術
巧
み
な
販
売
員

が
熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

「
こ
れ
が
欲
し
い
人
は

手
を
挙
げ
て
！
早
い
者
勝

で
す
！
」
と
、
食
品
や
日

用
品
を
配
り
、
競
争
心
を

あ
お
り
、
興
奮
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
、
目
的
の
羽
毛

布
団
や
磁
気
マ
ッ
ト
レ

ス
・
健
康
食
品
な
ど
を

「
今
日
だ
け
の
特
別
価
格
、

時
価
の
半
額
」
と
誇
大
な

表
現
で
紹
介
し
、
契
約
を

勧
め
ま
す
。

〈
も
し
も
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
ら
〉

Ｓ
Ｆ
商
法
は
、
普
通
の

店
舗
販
売
と
は
異
な
り
、

営
業
所
以
外
の
販
売
で
あ

り
、
商
品
の
販
売
を
隠
し

て
誘
う
な
ど
か
ら
特
定
商

取
引
法
の
訪
問
販
売
と
み

な
さ
れ
契
約
日
よ
り
８
日

以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が

で
き
ま
す
。ト

ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
は
、
こ
う
し

た
会
場
へ
近
づ
か

な
い
こ
と
で
す
。

困
っ
た
と
き

は
、
少
し
で
も
早
く
市
の

消
費
生
活
相
談
へ

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３

０
６
号
会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興

課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

消
費
生
活
メ
モ会

場
に
近
づ
か
な
い

８
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

（本市AETが会員などに出身国を紹介）

Ｓ
Ｆ
商
法
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お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

福 　 　 祉 �

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

募 　 　 集 �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

普通救命講習会
消防署では、人工呼吸・心臓
マッサージ・ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の使用方法を中心
とした救命講習会を行います。
▼4月16日�午前9時～正午。消
防署。20人。▼5月6日�午前9
時～正午。消防署北部分署。10
人。無料。前日までに直接また

▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

土地改良区予算案等決定
大住・普賢寺の両土地改良区
の通常総代会が3月18日に開か
れ、平成18年度事業計画案と予
算案などが承認されました。
【大住土地改良区】
事業計画▼土地改良施設の維
持管理▼担い手育成土地利用調
整の促進▼公庫資金償還事務な
ど。予算総額1千17万円。承認
事項▼規約・監査細則の一部修
正▼平成16年度事業報告・決算
▼財政調整積立金の取崩し▼賦
課金の額と徴収方法▼その他
【普賢寺土地改良区】
事業計画▼土地改良施設の維
持管理▼担い手育成支援事業の
実施▼借入金償還と賦課金の徴
収事務など。予算総額2千995万
円。承認事項▼規約・監査細則
の一部修正▼平成16年度事業報
告・決算▼賦課金の額と徴収方
法▼積立金の一般会計収支予算
への繰り替えについて▼その他
�▼大住土地改良区▼普賢寺
土地改良区（いずれも農業土木
課内、�64-1362）

公共下水道への接続
3月31日�から、次の場所で
公共下水道への接続ができるよ
うになりました。お早めに接続
してください。
▼大住池島▼大住岡村▼大住
時子林▼大住三ツ跨▼薪里ノ内
▼薪井手▼薪山垣外▼田辺茂ケ
谷▼東古森▼飯岡西原▼飯岡中
峯▼宮津西浦▼宮津大井池▼
多々羅西平川原▼多々羅住建寺
▼三山木西ノ河原▼三山木小坂
▼三山木地区区画整理地区内
�下水道課（�64-1352）

社福センター土曜夜開館
社会福祉センターは、4月1日
�から平日に加えて、土曜日も
午後10時まで開館します。みな
さんのご利用をお待ちしていま
す。
�社会福祉課（�64-1371、
センター利用の申し込みは�
65-4961）

国民年金保険料額改正
4月から平成19年3月までの国
民年金保険料は、月280円引き
上げされ、月額1万3千860円と
なります。
保険料の納付は、口座振替に
よる前納がお得です。
くわしくは、▼ねんきんダイ
ヤル（�0570-05-1165）▼国
保年金課（�63-1122）▼京都
南社会保険事務所（�075 -
643-3541）へお問い合わせく

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�
ださい。

年金保険料学生納付特例
国民年金保険料の学生納付特
例平成18年度申請受付が、4月3
日�から国保年金課で始まりま
す。同制度は、学生本人の前年
の所得が一定の基準以下の時、
申請して承認されると保険料の
納付が猶予されるものです。
対象者は、大学（大学院）・
短期大学・高等学校・高等専門
学校・専修学校・各種学校（学
校教育法に規定される各種学校
で終業年限が１年以上である課
程）・文部科学大臣が指定した
課程の海外大学（日本分校）な
どの学生です。
承認期間は、申請のあった日
の属する年度です。年度途中に
申請されても、その年度の4月
までさかのぼって承認を受ける
ことができますが、事故や病気
で障害が残った時、障害基礎年
金を受け取ることができなくな
ることがありますので、お早め
に申請してください。
なお、申請は毎年度必要です。
前年度承認され、今年度も引き
続き学生の場合でも、改めて申
請が必要です。忘れずに申請し
てください。
�国保年金課（�63-1122）

無年金者に特別給付
市は、国民年金制度の改正時
に、制度の対象とならなかった
在日外国人無年金者に、国が救
済措置を取るまでの間特別給付
金を支給します。所得制限など
があります。
対象者は、▼市に外国人登録
および住民登録をしている外国
人等、大正15年4月1日以前生ま
れで昭和57年1月1日に日本国内
に外国人登録をしていた人▼市
に外国人登録および住民登録を
している外国人等、昭和57年1
月1日以前に20歳に達していた
人で、同日以前に初診日のある
重度障害者で同日において日本
国内に外国人登録をしていた人
くわしくは、国保年金課（�
63-1122）へお問い合わせくだ
さい。

都市緑化募金にご協力を
市は「緑を守り、増やし、育
てる」ため、4月1日�から5月
31日�の間、「都市緑化募金」
運動を行います。
家庭や街頭での募金運動に積
極的なご理解・ご協力をお願い
します。
集まった募金は、公共緑地の
整備、生垣設置の補助や誕生記
念樹の配布など、身近な地域の
緑化に活用します。
�都市整備課（�64-1346）

施術費助成証明書交付
市は、はり・きゅう・マッ
サージ施術費助成証明書を4月3
日から交付します。
使用期間は、4月3日�～平成
19年3月31日�まで（一人につ
き年度中に1回）。対象は市内に
住民登録・外国人登録をしてい
る満65歳以上の人。1枚につき1
回の保険適用外施術費のうち、
市と施術所がそれぞれ千円、計
2千円を助成。申請月（満65歳
の誕生日以降）から平成19年3
月31日までの月数分の枚数を交
付。老人医療受給者証または健
康保険証と印鑑（代理の場合は
代理人の印鑑）を持参し申し込
み。

高齢介護課（�64-1374）

10月7日� 

パートタイム雇用者の増加と
所得格差の拡大�

9月2日� 

11月11日� 

12月9日� 

スポーツの商業化と�
法律問題�

浮世絵のメディア学�
－生産から消費まで－ 

健康促進のために酸化と�
上手につきあおう�

ジェンダーと教育�
－大学教育をめぐって－ 

5月13日� 

6月3日� 

7月1日� 

会計の国際的統合と�
日本の立場�

高齢者と子どもがよりよく�
生きるためのスポーツと運動�

－ドイツを例にして－ 

工学部環境システム学科�
野口範子教授�

商学部商学科�
松本敏史教授�

言語文化教育�
研究センター所長�
松久玲子教授�

経済学部経済学科�
馬場浩也教授�

政策学部政策学科�
川井圭司助教授�

文学部美学芸術学科�
岸文和教授�

社会学部教育文化学科�
　田附俊一教授�

国際交流体験補助金
市は、市民の国際交流を支援
するため補助金を交付していま
す。
対象は市内に在住する人で▼
Ａタイプ…外国人留学生などを
自宅に受け入れる場合（受け入
れ人数が2人以上でも1人分のみ
が対象）▼Ｂタイプ…自費で海
外研修・留学する場合（企業か
らの派遣や観光旅行、外国人と
の交流を伴わない研修は除く）。
１夜につき2千円（5夜1万円が
限度）。申請書（秘書室または
本市ホームページからダウン
ロード）と資料（学校等からの
証明書や日程表、航空券写しな
ど）を交流体験開始日の2週間
以上前までに申請。交流体験終
了後の申請はできません。一年
度内（4月1日～翌年3月31日）
の申請回数は、１家族（Ａタイ
プ）または１人（Ｂタイプ）に
つき、それぞれ１回。

秘書室（�64-1322）

リユース情報
【ゆずります】室内用照明器
具（円盤型・ペンダント型）
受け付けは4月5日�午前8時
30分から。

産業振興課（�64-1360）

寄　　付�寄　　付�

表　　彰�

人　　事�

◎中川夛平さん（三山木）が
消防防災設備充実のために、船
外機付ゴムボート一式
◎菊川和滋さん（山手東）が
福祉のために、5万円

寄　　付�

表　　彰�表　　彰�

人　　事�

◎消防庁長官表彰▼功労章…
藤本憲三（市消防本部消防司令
長）▼永年勤続功労章…澤村和
男（同）・村田正行（同）
◎日本消防協会長表彰▼功績
章…岡嶋一晃（市消防団副団長）
▼精績章…片岡勉（市消防団分
団長）

は電話で申し込み。
�▼消防署（�63-1125）▼
消防署北部分署（�65-0119）

京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ
開催日・内容は下表のとお
り。午後1時30分～3時30分。た
だし、5月13日�は、午後1時15
分から。同志社大学京田辺キャ
ンパス。対象は中学生以上の人
（市内外を問いません）。先着
500人。無料。往復はがき（1人
1枚）の往信用に郵便番号、住
所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号、保育希望の有
無（希望の場合は子どもの名前
と年齢）、「カレッジ希望」と書
いて、返信用に、受講希望者の
郵便番号、住所、氏名を書いて
4月5日�～21日�（必着）に送
付。

社会教育課（�64-1393）

手話教室・入門
5月9日�～9月12日�の毎週
火曜日の午前10時～正午。全18
回（8月15日は休み）。社会福祉
センターほか。対象は18歳以上
の市内在住・通勤・在学で手話
をはじめて学ぶ人。40人。無料
（テキスト代1千200円が必要）。
往復はがきに▼京田辺市手話教
室「入門」▼氏名（ふりがな）
▼年齢▼住所▼勤務先または通
学先▼連絡先（電話番号・ファ
クス番号）を書いて4月20日�
（必着）までに送付。

京都市聴覚言語障害セン
ター　京田辺手話教室事務局
（〒604-8437京都市中京区西ノ
京東中合町2、�075-841-8337、
�075-841-8312）

国際交流協会の会員
主な活動は、国際交流イベン
トの企画・運営や情報提供な
ど。国際交流の各種事業に優先
的に参加できます。入会対象者
は、市内に在住・通勤・通学す
る人。年会費2千円。はがきに
住所・氏名（ふりがな）・年
齢・職業（学校名）・電話番号

（平成17年度の講義のようす）
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・
１
３
９
３
）

午後�6月1日�・2日��120

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算基礎コース（6時間）受講料＝3,000円�

午後�6月14日�・15日��125

午前�6月16日�・17日��126

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算応用コース（6時間）受講料＝3,000円�

午前�

午後�

6月20日�・21日��

6月16日�・17日��129

127

デジカメ基礎コース（6時間）受講料＝3,000円�

午前�

午後�

6月22日�・23日��

6月22日�・23日��131

130

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

デジカメ応用コース（6時間）受講料＝3,000円�

定員�

定員�

定員�

午後�6月6日�・7日��123

午前�6月8日�・9日��124

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

中央公民館�15

中央公民館�15

中央公民館�15

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

中部住民センター�10

午前�6月3日�・4日��121

午前�6月6日�・7日��122

中央公民館�15

中央公民館�15

午後�6月20日�・21日��128 中部住民センター�10

ＩＴ　講　習　会　日　程　表�

午前�

午前�

5月16日�・17日��

5月18日�・19日��102

午後�5月16日�・17日��106

午前・午後�5月24日��107

101

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

パソコン入門コース（6時間）受講料＝3,000円�

午後�

夜�

5月18日�・19日��

5月25日�・26日��111

午前�5月30日�・31日��112

午後�5月30日�・31日��116

110

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

インターネット＋メールコース（6時間）受講料＝3,000円�

午後�6月8日�・9日��117

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号�

文書作成基礎コース（6時間）受講料＝3,000円�

文書作成応用コース（6時間）受講料＝3,000円�

定員�

定員�

定員�

時　　間� 場　　　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

中央公民館�

中央公民館�

15

15

中央公民館�

中央公民館�

15

15

午前・午後�5月28日��108

午前�6月29日�・30日��109

中央公民館�

中央公民館�

15

15

中央公民館�15

中央公民館�15

中央公民館�15

午前・午後�

午後�

5月20日��

5月25日�・26日��104

午後�6月27日�・28日��105

103 中央公民館�15

中央公民館�15

中央公民館�15

中央公民館�15

中央公民館�15

午前�

午後�

6月1日�・2日��

6月3日�・4日��114

午前�6月14日�・15日��115

113 中央公民館�15

中央公民館�15

中部住民センター�10

夜�6月27日�・28��118

午後�6月29日�・30日��119

中央公民館�15

中央公民館�15

デジカメ・表計算など8つのコース�

Ｉ
Ｔ
講
習
会�

パソコン使いこなそう�パソコン使いこなそう�

２１
日
ま
で
に
往
復
は
が
き
で

大
住
ケ
丘

坂
田
　
一
郎
さ
ん

大
住
関
屋
橋
近
く
、
手
原
川
沿
い
の
桜

並
木
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
見
ご
ろ
を
迎

え
て
い
ま
す
。
３２
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
１
本
。
８
本
の
八
重

桜
は
ま
だ
若
い
け
れ
ど
、
季
節
の
終
わ
り

に
は
可
憐
な
花
び
ら
を
つ
け
て
い
ま
す
。

手
原
川
に
下
り
て
見
上
げ
る
桜
吹
雪
も

見
ご
た
え
の
あ
る
風
情

で
す
。

花
見
に
飽
き
た
ら
、

木
津
川
堤
で
遊
べ
ば
い

い
。来

月
の
テ
ー
マ
は
、

「
端
午
の
節
句
に
思
う

こ
と
」
で
す
。
１
５
０
字
程
度
に
「
ひ
と

こ
と
」
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
４
月
１４
日
�

送
付
・
問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

（
�
６４
・
１
３
２
０
、
�
６４
・
１
３
０

５

、

電

子

メ

ー

ル

kouhou@
kyotanabe.jp

）

ひ と�
こ と�

ひ と�
こ と�
ひ と�
こ と�

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
ひ

と
こ
と
」
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

「
京
田
辺
の
花
見
場
所
」�

今
月
の
テ
ー
マ�

京
田
辺
市
は
、
日
本
で
も
有

数
な
玉
露
の
産
地
で
す
。

過
去
に
日
本
で
一
番
優
れ
た

お
茶
を
決
め
る
全
国
茶
品
評
会

で
玉
露
部
門
の
一
等
一
席
（
農

林
水
産
大
臣
賞
）
を
数
多
く
輩

出
。
ま
た
、
そ
の
年
の
優
れ
た

お
茶
が
で
き
る
地
域
に
贈
ら
れ

る
産
地
賞
を
何
回
も
受
賞
し
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
良
質
な
お
茶
が
こ
の

京
田
辺
で
で
き
て
い
る
こ
と
を

ご
存
知
で
し
た
か
？
。

こ
れ
か
ら
「
広
報
き
ょ
う
た

な
べ
」
で
お
茶
の
こ
と
に
つ
い

て
連
載
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
４
）

田辺の玉露は日本一美味しいって�
知ってますか？�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ1

京田辺玉露�ブレイクタイム�

ＰＯＣＫＥＴ
ＣＡＭＥＲ
Ａ
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
ＰＯＣＫＥＴＣＡＭＥＲＡポケ

ット

カ
メ
ラ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ＥＲ
Ａ

ポケ
ット
カメラ 　　

まちのできごとをまちのできごとを�
紹介します紹介します�

まちのできごとを�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

ポケット�
　カメラ�

3中学校で卒業を迎える
冬の寒さが戻る3月14日、市立3中学
校で卒業証書授与式が行われました。
田辺中学校では155人の生徒が晴れ
の門出を迎え、卒業証書を手にしまし
た（＝写真）。答辞では、大矢善万く
んと木村健裕くんが３年間の楽しかっ
たことや辛かったことなどを振り返
り、両親や先生にお礼の言葉を述べ、
参加者の涙を誘っていました。

府
の
指
定
・
登
録
文
化
財
に
市
内
か
ら
２
つ

田
辺
天
神
山
遺
跡
が
府
指
定
文
化
財
に
、
朱
智
神
社

本
殿
の
棟
札
７
枚
が
府
登
録
文
化
財
に
決
ま
り
ま
し
た
。

朱
智
神
社
本
殿
の
棟
札
７
枚

京
田
辺
市
天
王
高
ヶ
峯
２５

平
成
１６
〜
１７
年
に
行
わ
れ
た

保
存
修
理
工
事
で
発
見
さ
れ
た

江
戸
時
代
の
延
宝
４
年
（
１
６

７
６
年
）
か
ら

安
政
４
年
（
１

８
５
７
年
）
の

棟
札
。
本
殿
の

修
理
の
経
過
な

ど
が
明
ら
か
に

な
る
点
で
貴
重
。

田辺天神山遺跡
京田辺市三山木天神山
同志社大学京田辺校地内に保存・公開さ
れている弥生時代後期（約1800年前）の集
落遺跡。20棟の竪穴住居跡が重複して発見
された様子から、住居の平面の形が円形か
ら方形に変化していく様子がわかる。弥生
時代の丘陵上の集落の内容が明らかとな
り、良好に保存されている例は極めて少な
く、貴重な遺跡であり価値が高い。

親
子
で
思
い
出
作
り

３
月
５
日
、
三
山
木
幼

稚
園
で
は
、
児
童
が
１
年

間
、
描
い
て
き
た
絵
な
ど

の
作
品
集
の

表
紙
を
親
子

で
制
作
し
ま

し
た
（
＝
写

真
）。
３
歳

児
は
、
似
顔

絵
に
手
形
を

押
し
た
も

の
、
４
歳
児

は
ス
テ
ン
版
画
、
５
歳
児

は
、
も
み
紙
を
手
で
ち
ぎ

り
、
遊
び
を
表
現
し
た
も

の
。
親
子
で
一
生
残
る
思

い
出
も
作
り
ま
し
た
。


